
 

科学的に探究する力の育成が求められている理科学習。Vol.６では、理科の学習

をより探究的にするための授業改善策を中学校における２つの実践で紹介します。 

 

 

 

 

 

授業冒頭で、授業者は次のように問いかけます。 

 

 

 

単元の中で、酸化還元を学習する際に行う実験です。生徒

は、小学６年「物の燃え方と空気」の単元で「二酸化炭素の中

では、ろうそくの火は消える」と学習しているため、「火はす

ぐに消える」と予想します。しかし、答えは「空気中より激し

く燃える」なのです。ここで、生徒は「なぜ二酸化炭素の中な

のに、火は消えないで燃え続けるの？」と疑問をもちます。 

この「既習の知識と目の前の現象のズレ」に着目して課題を設

定したのが、上越市立城西中学校の中林あみ教諭（以下、「教

師」と略記）です。教師は、単元の始めにこの現象を見せ、生徒

の“なぜ？”という疑問を引き出しました。生徒は、この疑問を

解明しようと探究意欲をもって単元の学習を進めました。生徒の

探究意欲を引き出すには、このようなズレを見出すなど、教師の

深い教材分析を基にした課題設定が重要になります。 

 

 

 

 

教師は、生徒から引き出した疑問を「単元を探究していく原動力」として生かす

ために、「マグネシウムが二酸化炭素の中で燃えた。何が起こっているのかを明ら

かにする」を「単元を貫く課題＝最終課題」として設定し

ました。 

そして、課題を解決するために必要な知識を必要感をも

って習得していけるよう、左図のような単元を構想しまし

た。知識の活用を促すような探究過程をイメージした単元

の構想です。このことにより、見通しをもちながら課題解

決に向けて探究的に学ぶ生徒の姿が引き出されました。 

また、単元後には、「さびの防止」「製鉄」などを取り

上げ、日常生活への活用という視点を広げました。 
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◆ふたをした集気びんに二酸化炭素を充満させ、火をつけた

マグネシウムリボンを入れると、どうなるでしょうか？ 
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◎ 探究意欲を引き出す課題の設定 

～実践１：「化学変化と原子・分子」（２学年）～ 

 

◎ 探究過程をイメージした単元の構想 

【単元計画】 

 

 

 

 

 

2.木片、スチールウール
を燃やすとどうなるか。 

3.「燃える」とはどのよ
うな化学変化か。 

4.最終課題の解決  

5.酸化銅から酸素を取る
にはどうすればよいか 
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上越市立大潟町中学校の小山宏一教諭

（以下、「教師」と略記）は、予想に迷い

が生じやすく、“ジェットコースターとイ

メージがつながる”右のような課題を設定

しました。 

課題に対して、多くの生徒は、走行距離

が短くアップダウンのないＡの方が速くゴ

ールすると予想しました。指導案では、ここで予想の検討が入っていました。しか

し、生徒の学習シートから「根拠となる知識が活用されていない状況」を把握した

教師は、「ここで予想の検討をしても、話合いの深まりは期待できない」と判断

し、予想の検討をやめます。そして、用意していた上記の予備実験を行い、課題の

解決のヒントとなる知識に気付かせるように展開しました。 

ところが、生徒は予備実験①、②ともにイが速くゴールすることが分かっても、

なかなか予想の根拠に結び付けることができません。そこで、教師は、予想の検討

で思考を深めるという学習を切り上げ、実際に本実験を演示し、じっくりと観察す

る活動に切り替えました。 

 

Ｂが速くゴールするという結果に驚く生徒たち。

この後、ホワイトボードを囲んで意見を出し合い、

Ｂが速くゴールする理由を説明しようと取り組む姿

が見られました。予備実験の結果を基に、位置エネ

ルギーと運動エネルギーの関係に着目して課題解決

に向かう姿です。また、授業後、実験の演示場には

多くの生徒が集まり、授業内容と日常生活とを関連

付けて意見交換している姿もありました。これらの

姿は、まさにこれからの理科学習で求めている科学

的に探究しようとする姿と言えます。 

生徒の様子を見取り、ねらいに迫れるように“予定していた予想の検討を本実験

の観察に切り替えた”という教師の柔軟な対応が、これらの姿を引き出しました。 

 

 

学習指導要領解説「理科編」では、「探究的

な学習過程のイメージ」が右のように示されて

います。理科の学習では、このように課題設定

を重視した探究的な学習過程を基本として学習

活動を構想することが大切になります。 

しかし、授業では、予想したとおりに児童生

徒が反応するとは限りません。事前に可能な限 

り予想される反応を想定しておくことに加え、 

授業中に児童生徒の状況を見取り、その状況に合わせて柔軟に展開することが重要

になります。 

また、日常生活や社会との関連を重視し、理科を学ぶことの意義や有用性を実感

するようにしていくことが、科学的に探究しようとする姿勢を育てます。 

～実践２：「エネルギーと仕事」（３学年）～ 

 ◎ 見取りを生かした柔軟な展開 

「課題設定」「探究過程」の重視 

＋「見取りを生かした柔軟な展開」 

ここの１段下がっている部分は、最初の
位置エネルギーが全て運動エネルギーに
変わるのでフラットのところより速い。
その距離分、球は速くゴールに向かう。
坂の部分も結局はフラットよりも速いと
いうことだから、Ｂの方が速くゴールす
るということか。 

＜授業後＞ジェットコースターの動きも、
今日の実験と同じことだね。だから、コー
スターも低いところほど、スピードが出る
のか。うまく上下を繰り返せば、永遠に動
き続けるってことかなあ。 

→日常生活
や社会へ
の活用 


